
 

審議会等議事概要 

 

第１９回 滝川市環境市民委員会 議事概要 
                                              

日 時 平成20年11月26日（水曜日）午後４時～午後５時 

開催場所 滝川市役所５階 第一応接室 

出席者 

出席：明円委員長、中野委員、中村委員、苅田委員、水戸委員、山田委員、新山委

員 

   田村滝川市長（途中からの出席） 

欠席：浦野委員、田端委員、堀委員 

※事務局 市民生活部       西村部長 

       〃  くらし支援課 深瀬課長、岸副主幹、橋本主査 

議 事 

１ 開会（委員長あいさつ） 

 （あいさつ要旨） 

  苫小牧の自動車メーカーでは派遣社員の全員解雇が打ち出されるなど、不況の

波が押し寄せてきている。かつて、「メセナ」（企業文化）という言葉がもては

やされ、企業はこぞって芸術活動などに力を入れたりした時期があった。メセナ

に取り組んでいなければ企業ではないというような雰囲気さえあった。しかし、

ひとたび景気が冷え込むと、そんな言葉はどこかに消えてしまった。 

  環境問題への取組も、現在様々な企業が取組を始めてきているが、今後、たと

え景気が悪くなったとしても、これは決して絶やすべきではない課題である。こ

のままでは地球がもたない。 

  本日、現メンバーでの最後の委員会であり、また評価報告書を提出することに

なるが、市としても環境への取組はこの後も続けていくべきものとして取り組ん

でいくよう申し上げたい。 

 

２ 報告事項等 

（１）レジ袋の利用抑制について 

  市がレジ袋の利用抑制推進に向けて、滝川消費者協会、スーパー事業者と協定

を締結する件について報告した。（→資料１） 

 

（２）子ども未来会議からの提案事項について 

  前回の委員会でこの件（エコ10ヶ条の創設）について、今後の推進に当たり委

員の協力を求める旨を説明したところであるが、内容について現在、再検討を加

えているところで、改めて形を少し変えて協力をお願いしたい旨説明した。 

 

３ 評価報告書の提出 

  ここから、田村市長入室。 



 

  明円委員長から「滝川市の環境施策に関する評価報告及び提言書」が市長に提

出された。 

 

４ 市長との意見交換 

  各委員から評価報告書及びこれまでの委員としての活動などを通じて、それぞ

れコメントがあった。主な意見は次のとおり。 

 ・一市民としていろいろと環境について勉強してきたが、それらの成果を発表す

る場があることによって、励みにもなり、さらに勉強しようという気にもなる

と思う。たまたま自分が所属する団体のイベントでそういう機会があったが、

市の取組などにも活用して欲しい。 

 ・今まで、ボランティアなど様々なことに積極的に取り組んできたが、平成14年

から環境について携わってきた中で、主婦の視点からいろいろと勉強してき

た。道空知支庁の事業にも参加したり、地道に取り組んできた。最近では環境

白書なども購入して読むまでになった。いろいろと勉強になった。 

 ・委員長から、景気が悪くなったからといって環境への取組を止めてしまうべき

ものではないといった発言があったが、自分も環境都市宣言や条例の制定当時

から携わった者として、あの環境基本条例ができたことによって、市は途中で

簡単に止められないような仕組みにしたはずなので、そのあたりはきちんと地

道にでも継続して取り組んで欲しいと思う。 

 ・リサイクル率の横ばいから抜け出すには、分別の品目を増やす以外にはない。 

 ・市の年次報告書については、多くの人にとってわかりやすいものでなくてはな

らないということで、その点は指摘してきたところであるが、本年度はかなり

改善してきたと思う。 

 ・この委員会に参加したことで、自分の仕事を環境面から考えるきっかけになっ

た。これからも生活や仕事を通じて、何かしらの声をあげていきたい。 

 ・最近では、農作物１つ１つに商品として並ぶまでのＣＯ２の排出量が記載され

ている商品まで出るようになった。環境の視点がこういったところにも取り入

れられている。 

 ・農業のあり方、特に食糧自給率などの向上に向けて、環境問題と大きくかかわ

る点もあり、総合的に考えていかなければならない問題である。 

 ・燃料価格が落ち着いてきたようだが、ガソリンに比べ軽油がなかなか下がらな

い。農家にとって軽油価格の動向は大きな影響がある。そのため、普段、あま

り使わないガソリン車を使うようなこともしている。ただ、これらの車はあま

り使わない分、長持ちしているので型式が古い。よって環境にとってはそれほ

ど良い車ではなく、ジレンマはある。 

 ・香典返しにエコグッズを採用するようなことを考えたらどうか。 

 ・レジ袋削減の話が出ていたが、レジ袋に対してはこれまでは結構便利なものと

して考えていたので、これがなくなったら困るなぁと考えた。また、近所付き

合いなどでもちょっとしたおすそ分けなんかでもレジ袋に野菜を入れてやり取

りしていたが、そういったものもすたれてしまうのか、また何か別なモノを利



 

用するのかわからないが、環境問題では実はそういったことも絡んでくるの

で、難しいものだと思った。 

 →市長からは、これらの意見に対して今後の環境施策に向けた参考にさせていた

だく旨を伝えるとともに、謝意を表した。 

 

５ 市長から 

  委員各位に対して２年間の委員としての協力に対する感謝とお礼の言葉を述べ

た。 

 

６ 閉会 

 

会議資料 

 

会議次第 

資料１ レジ袋の利用抑制に向けた消費者団体及びスーパー事業者との連携構築に

ついて 

資料２ 滝川市の環境施策に関する評価報告及び提言書 

 

                                              


